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むことができる。
Ｄ　ある程度，授業ができる用意をしていくこ
とが大切だと思います。少なくとも教科書を
読み込み，板書計画を作っておくことが必要
だと感じました。
Ｅ　ボランティアや塾などのバイトを通じて日
ごろから中学生・高校生と接すること。生徒
が何を考え，何を思っているのかわかれば会
話の内容や話し方などが決まるので，スムー
ズに生徒と仲良くなれます。
Ｆ　自分が担当する所の板書案又はプリントを
作成しておくと実習が始まってから焦らない
で済む。
Ｇ　授業の指導案作りと教材研究
Ｈ　教科に対する知識量だと思います。問題を
解けるのはあたり前でなぜそうなるのかとい
う原理の部分をもっと研究するべきだったと
思いました。授業で教える時には概要しか話
しませんが，その法則や用語の理屈，歴史的
背景など様々な知識が必要だと思いました。
自分の教養を深めるために少しでも疑問に
思ったことは調べるべきだと思いました。（日
頃から）
Ｉ　一番大事なのはその授業の何が楽しいのか
を自分で知ること。そして，その魅力を中学
生に伝えられるようにしっかりと理解するこ
とだ。自分が楽しいと思わなければ生徒も楽
しいとは思ってくれない。そのために，自分
がこれで大丈夫と思う10倍の教材研究をし，
日常生活，中学生の日常にある理科とリンク
させて授業を作っていく。
　　また，自分は導入が苦手なので，今日の
テーマの何が楽しいのかなどの，明確な目的
の提示，あるいは，明確な操作手順を提示す
ることを大切にしたい。
Ｊ　板書計画を立てておくこと。目標と発問計
画も合わせて用意。行事前には特別日課の
45分授業の可能性もあるので確認すること。
自己紹介の内容と質問されるであろう事への
応えを考えておくこと。
Ｋ　指導案の準備が重要だと思います。また，
教科書以上の知識が必要ですが，さらにその
知識を高校生のレベルまで落とすことが必要
なので，その準備が必要だと思います。
Ｌ　・指導教諭と相談してから教材研究をする
こと。範囲，学習目標，先生の授業スタ
イル，生徒の様子etc．
　　・教育実習の目的・目標を自分の中にしっ
かり落とし込むこと。より有意義な３週
間を過ごすためにこれは必要。
～生物科学科～
Ａ　・実習中に使いそうな物の準備。（ポロシャ
ツ・ジャージ・授業で使う画用紙やマグ
ネットなど…）
　　・体調管理。（朝寝朝起きなど，生活習慣
を正すこと）
Ｂ　指導案の時点で，細かく授業設計をするこ
とがまず１つ。それから，教材研究を十分に
しておくことが大切である。生徒の思考の流
れや課題設定についてよく考えて展開をつく
り，授業に飽きさせないよう工夫が必要であ
る。
Ｃ　生徒に何かを教える際には，その範囲の知
識だけを身に付けていればよいというわけで
はないのだと痛感した。誰かにある内容のこ
とを教えるには，そこからさらに深い部分を
予備知識として持っていることで，授業で話
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教育実習後レポートと参考表
す内容にも，より深みが増していくのだと感
じた。そのため，使用教科書だけでなく，参
考書や図説も用いて，下調べをすることが重
要だと思う。
Ｄ　・オリエンテーション後のノート作り
　　・ノートを作って，早めに指導案を作成す
ること
Ｅ　実習先の学校が「何を大切に」「どのよう
な授業を行っているのか」をきちんと考える
ことが大切だと思います。教材研究と授業の
進行案を考えることは当然ですが，自分がや
ろうとしている授業がその学校の子どもたち
に合っているのか，という考えが不足してい
たと感じています。学校自体や，そこの子ど
もたちについても充分なリサーチをすべきで
した。
Ｆ　教材研究が一番大切であると感じた。参考
書をたくさん読み，わかりやすい表現を探し
て自分なりの表現にまとめて板書案を作成す
ることで，それなりの授業（最低限の授業）
ができ，これに指導教諭からのアドバイスを
参考にすることでよりよい授業ができると感
じた。
Ｇ　あらかじめ，自分が担当する教科の内容に
ついて教材研究を進めておくことは大切。ま
た，指導案も作成しておくとなお良い。
Ｈ　知識不足を痛感したので，教材研究を第一
にやるべきだと思います。だいたいの範囲は
分かると思うので，授業でどう中学生に説明
するかを考えながら行うとよいと思います。
また，ここで学校の学習に対する教育方針を
調べておけば，それに則った教材研究がで
き，実習がスムーズになると思います。
Ｉ　教える内容よりもさらに深く内容を理解
し，知識を事前に身につけておくこと。実験
を行う場合は，事前に予備実験を行うこと。
模型やプリントを使用する場合は授業内でど
のように活用していくのかをしっかり考えて
作ること。
Ｊ　学習指導案は分かる範囲で作っておいた方
が良いと思った。また授業の構成については，
自分で考えて，アレンジできるといいと思っ
た。
Ｋ　クラス観は非常に大切。（雰囲気が）全く
違うクラスに同じ授業をするので，指導案は
それとして作り，各クラスに合わせて質問と
誘導，声かけ，演習量を調節しないとかなり
大変なことになる。
Ｌ　・「覚悟」
　　・学校で取り扱っている教科書を取り寄せ
て，指導範囲を指導教諭に尋ねておいて
教材研究をしておく。指導案等を使って
おくとなお良い。名簿をお借りすること
ができるのなら借りておいて名前を覚え
ておく。
　　・教員の朝は早いので早く起きられるよう
にしておく。また，風邪など引かぬよう
に，健康維持を心がけておく。
　　・様々な部活動に参加できるように，（指
導できるように）準備しておくと子ども
たちとのコミュニケーションの場をつく
ることができる。
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